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要旨
　本学保健医療学部リハビリテーション学科の広報活動に資する基礎資料とするため、2020年度新入生の志望経緯

および本学に対する印象等についてアンケート調査を行った。その結果、理学療法・作業療法いずれの専攻につい

ても、多くの学生は当初の志望を中途変更することはなかった。一方で、中途で変更する学生においては、自身の

経験や自身の適性についての内省、さらに作業療法学専攻については、特徴的な技術に魅力を感じたことが契機と

なっていた。入学前の本学選択においては設備、環境面を魅力と感じており、入学後は教員や教育の質について肯

定的な意見が多かった。以上から、低年齢時における分かりやすい理学療法・作業療法に関する周知、あるいは本

学の特徴的な講義等の教育方法に関する広報が有用であると考えられた。
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緒言
　厚生労働省医療従事者の需給に関する検討会によれば、理学療法士・作業療法士ともに供給過多であり2040年頃

には需要の1.5倍に達するとされている１）。しかし、毎年約１万人の理学療法士および約５千人の作業療法士が誕生

しているにもかかわらず現場での人員不足感が残存しているのが現状である２）。高齢化の進展に伴う医療需要の増

大や地域包括ケアシステムの構築は、自立した生活を目指す対象者のニーズの多様化をもたらし、リハビリテーショ

ン専門職の重要性は益々高まっている。それゆえ2020年度からの指定規則の改正は、卒業要件としての総単位数が

引き上げられ、実質的には４年制教育に移行するものと推測されている。実際に、３年制の専門学校の充足率は

100％を下回っている一方で、４年制大学は充足している３）。しかし、４年制であっても養成校が増加している現

況にあっては、高校生勧誘の激化とともに将来的に定員割れによる淘汰が起きることも想像に難くない。

　以上のような状況のなか、本学保健医療学部は2019年にリハビリテーション学科を設置した。開設２年目を迎え

た本年においては入学生が概ね定員に達したものの、作業療法学専攻での定員割れは継続している。これを受けた

2020年度に向けての広報活動においては、理学療法士、作業療法士の業務範囲や専門分野、将来性を広く周知する

方針にて対応したが、それがどの程度学生に浸透し、志望につながったかは明らかではない。これを分析すること

は、職業的魅力の発信方法、本学アピールポイントの集約など広報活動方針に大いに資するものと考えられる。
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そこで、本稿においては新入生への志望動機および経緯に関するアンケート調査を基に今後の広報活動につき検討

することを目的とした。

方法
１．対象

　2020年度入学生（２期生）76名を対象とした。内訳は理学療法学専攻56名（性別；男32名、女24名）、作業療

法学専攻19名（性別；男11名、女８名）であった。

２．方法

　グーグルフォームを用いてアンケー

トを作成し、2020年６月15日から29日

までの２週間内に学内電子掲示板を用

いて周知、回答を依頼した。リハビリ

テーション学科入試広報部にて検討し

設定した質問内容については、表１に

示す。内容は、理学療法に比して作業

療法を志望する学生が少ないことを踏

まえ、志望変更の有無やその理由、相

談相手や志望選択理由を、高校生に対

しての本学の強みを推察するために、

本学選択理由と入学後の印象等とした。

なお、分析方法は、選択回答について

はそれぞれの回答件数につき相対値を

示す記述統計を用いて検討用のデータ

とした。自由記述については長文にお

いては意味の成す一文を抽出し、同義

のものをグループ化する手法にて件数

を算出しデータとした。

３．倫理的配慮

　アンケート調査にて収集された回答

について個人情報は特定されず記述的

統計にて公表する事とともに、自分の

回答をデータとして用いられたくない

等の拒否権の保障（オプトアウト）に

ついて、８月10日から１週間の間に対

象学生に周知したが、拒否を示す者は

いなかった。

飯　塚　照　史　・　辻　下　守　弘　・　池　田　耕　二　・　城　野　靖　朋　・　中　島　大　貴152

表１　アンケート内容



結果
１．アンケート回収率

　2020年度入学生（２期生）76名中61名より回答を得、回収率は80.3%であった。

２．アンケート結果

　１）理学療法士・作業療法士の志望変更の有無及び理由（表２）

　当初より理学療法士・作業療法士を志望し、中途変更がなかった者が41名（67％）と最多であった。続いて、

他医療職から理学療法あるいは作業療法に志望変更した者がそれぞれ９名（15%）と５名（８％）であった。

理由として、理学療法は「ケガをしたときにお世話になった」「自分に向いていると感じたから」「希望学科に

合格できなかったから」などが挙げられていた。作業療法については、「（他医療職が）向いてないと思ったか

ら」などであった。理学療法から作業療法に志望変更した者は４名（７%）であり、「作業療法士に興味が出

てきたから」「作業療法特有の技術に興味を持ったから」など、作業療法への興味・関心の向上をうかがわせ

る事柄がその理由として挙げられていた。なお、その他は２名（３%）であり、親の反対や高校生のときの模

擬講義などがその理由として挙げられていた。

　２）志望選択について相談した相手（表３）

　母親が52件（29%）、高校の担任35件（19%）、父親30件（16%）と家族ならびに高校の恩師が上位を占めて
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表２　理学療法士・作業療法士の志望変更の有無及び理由

表３　志望選択について相談した相手

52 29 
35 19 
30 16 
19 10 
11 6 
11 6 
8 4 
6 3 
3 2 
3 2 
2 1 

2 1 

0 0 
0 0 



いた。

　３）志望学科の選択理由（表４）

　上位から「スポーツなどの自分の経験や趣味を活かせると思ったから」と「困っている人を救える職業だと

思ったから」が同数で33件（20%）、「ケガや病気などで理学療法や作業療法を見て自分もなりたいと思ったか

ら」32件（19%）、「今後ますます重要になるなど将来性があると思ったから」が26件（15%）、「国家資格を持

つことが様々な面で有利だと思ったから」が22件（13%）であり、自身の特技や経験、あるいは将来性に関す

る選択理由が多かった。

　４）本学選択理由（表５）

　「大学の設備が整っていると思ったから」が40件（29%）と最多であり、次いで「オープンキャンパスが良かっ

たから」が28件（21%）、「校舎がきれいだったから」が22件（16%）と続き、本学校舎に対する来校時の印象

が強い傾向であった。

　５）入学して良かったと思うこと（表６）

　入学後に良かったと思うことには新型コロナ感染予防のために来校できないこともあり、「登校してないの

で分からない」が21件（30%）と最多であった。一方で、「教員が優しい・質問しやすい」が15件（21%）、「授

業が丁寧・楽しい・分かりやすい」が10件（14%）とオンライン講義を通じて感じた教員や授業の雰囲気に対

する評価が多数を占めていた。次いで、「設備が整っている」「校舎がきれい」「自宅から近い」といった環境・

設備に関することが多かった。
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33 20 
33 20 

32 19 

26 15 
22 13 
10 6 
8 5 
3 2 

1 1 

1 1 
0 0 

表４　志望学科の選択理由

表５　本学選択理由

28 21 
3 2 
14 10 
0 0 
3 2 
13 10 
4 3 
22 16 
40 29 
9 7 



考察
１．理学療法・作業療法の志望経緯、理由について

　本調査においては当初志望した理学療法あるいは作業療法について約７割の学生が変更することなく入学して

いる実態が明らかになった。つまり、オープンキャンパスや高校等でのキャリアガイダンスを通じて医療系以外

も含めた多くの職種を知る機会があるにも関わらず、大半の学生が志望変更することがなかったというのが実状

である。したがって、医療系を志望する学生においては低年齢時における当該職種の認知が重要であると考えら

れる。この際、とりわけ作業療法に関する認知が低いことが問題であり、理学療法との志望学生数の格差に影響

していると考えられる。福本らの報告４）では、作業療法を初めて知るのは高校時代であり、両親あるいは教師

からの伝達が大半を占めるとされる。この傾向は近年にあっても同様で、その志望理由は「自分のなりたい職業」

であるとする者が約50%を占める一方で、次いで「両親や友人・知人の勧め」「国家資格を取得できるから」といっ

た他律的な理由が挙げられている。以上を踏まえると、実施可能性を度外視すれば中学生あるいは小学生にもリ

ハビリテーション、あるいは理学療法・作業療法について知る機会を提供することが志望者を増やすための方略

となることが予想される。

　一方、他医療職から理学療法あるいは作業療法に志望変更した者は“向いている・向いていない”といった自

身の適性に対する内省によるものが大半を占めているものと捉えられた。理学療法、作業療法は、医師等と同様

“治療者”であり、看護師等の他医療職における“看護”とは方向性が異なる。進路変更にあっては無意識的に

せよ、自身が治療者となりたいのか、あるいは看護者となりたいのかを感じているものと推測される。したがっ

て、高校生以下における進路選択にあっては、それぞれの職種の特徴を踏まえ、自身の適性とともに内省を促す

ような働きかけが進路選択に資するものと考えられた。

　同様に、理学療法から作業療法へ志望変更した４名についても自身の適性が結びついた結果と考えられた。し

かしこの場合にあっては、他医療職の特徴との比較ではなく作業療法特有の理論的背景や実践（例：作業を維持・

改善する、作業を治療手段として用いる、など）を知ることが志望変更の契機となっているものと捉えられた。

内申点などの成績が影響している可能性も否定できないが、オープンキャンパスや進学相談会における作業療法

の啓発は、進路のミスマッチに対する予防としても有用であるものと考えられる。一方で、作業療法に対する一

般人の認知は非常に低いことは否めない。澤田らの４都府県（静岡、愛知、大阪、東京）にて542名を対象とし

た認知度調査５）では、リハビリテーションに対する認識は浸透しつつあるが、作業療法については抽象的なイメー

ジで、知らない者が多いとの結果が報告されている。室賀らの1991年の報告６）でも作業療法に関する認知度の
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表６　入学して良かったと思うこと

8 11
4 6
4 6
3 4

15 21
10 14
2 4

2 4

21 30



低さが指摘されていることから、作業療法の有資格者数が増えている現状にあっても同様の問題は継続している

ものと捉えられる。これについては大学単独での啓発には限界があるものの、地道に進学相談会やオープンキャ

ンパス等にて作業療法の実践や効果を端的に示す事例の紹介や、興味深い研究の紹介などを積極的に行うことが

求められるものと考えられる。

２．本学選択理由および入学後の印象

　「校舎がきれい」「設備が整っている」などの環境面やオープンキャンパスでの印象が本学選択理由の多数を占

め、進路選択過程において実際に本学を見てもらうことが有効であった。しかし、福本らの報告４）の如く、開

設から一定期間を経れば大学選択理由として校舎や設備に関するものは挙がらないのが実際である。一方で、本

学入学後の印象として「教員が優しい・質問しやすい」や「授業が丁寧・楽しい・分かりやすい」が挙がってい

た。とりわけ、今般の新型コロナ感染症予防におけるオンライン講義にあって、忖度のない新入生から本結果を

得たことは特筆に値する。本学教員の教育の質がオンライン講義であっても損なわれなかったことは、すなわち

本学の強み、底力であり、広報において強調すべき点であると考えられる。これらを進路選択過程で周知するこ

とができれば、今後の広報において他校との差別化に大いに資するものと考えられる。具体的には、アクティブ

ラーニングあるいは課題基盤型学習を用いた講義や臨床家による臨場感ある学内実習、ゲストスピーカーに当事

者を迎え、対象者の生の声を聴く講義の紹介等、本学における特徴ある養成教育について具体的に紹介すること

が推奨される。

結語
　2020年度新入生に対し志望経緯とその理由及び本学選択理由につきアンケート調査を行った。その結果、理学

療法・作業療法といったリハビリテーション職種に関する周知は低年齢であるほど有利であると考えられた。作

業療法の認知度の低さに対しては、具体的な実践内容の紹介が有効であるものと捉えられた。加えて、本学の特

徴的な教育実践方法についての周知も重要である可能性が考えられた。
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